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首都直下地震時に備え、災害支援物資の海上輸送演習を実施 
 

～首都地域への大量の災害支援物資輸送を見据えた、海上輸送ルートの確保に向けて～ 

 

 

首都地域には人口が密集しており、首都直下地震時には大量の災害支援物資が必要にな

ることが想定されるため、輸送ルートの確保が重要です。このため、首都直下地震が発生した

という想定の下、大量の物資を輸送できる海上輸送ルートの確保に向けて、被災を免れた関

西地域から被災地である首都地域へ実際に災害支援物資の海上輸送を行い、海上交通を活

用した災害支援物資運搬に係る実効性の検証を実施するものです。 

国土交通省では、大規模災害発生時に陸海空の輸送手段を最大限に活用できるよう、「即

応型 災害支援物資輸送計画」を策定することとしており、今回の検証で得られた知見等をそ

の計画に活かしていくこととしています。 

 

海上輸送演習の概要は、以下のとおりです。 

（１） 実施期間 

    平成２８年２月１５日（月）～２月１６日（火） 

（２） 見学時間・場所 

平成２８年２月１６日（火）１１：００頃 ［川崎港９号岸壁（川崎市川崎区）］ 

～１２：３０頃 ［東扇島基幹的広域防災拠点（川崎市川崎区）］ （別紙２、３参照） 
 

    見学を希望される方は１０時３０分に川崎港９号岸壁へご集合願います。 
 

※見学を希望される場合は、２月１２日（金）１２時までに、ご所属、お名前、ご連絡先を必ず次ページ

の連絡先まで登録下さい。当日の取材方法については連絡先まで個別にお問い合わせ下さい。 
 

（３）実施内容 

関西地域からの災害支援物資（パレット２０枚分）を集積し、大阪港から川崎港の基幹的

広域防災拠点（東扇島地区）まで貨物船により海上輸送して、基幹的広域防災拠点（東扇島

地区）からはトラックにより東京都及び神奈川県内の防災拠点に選定されている施設等へ輸

送する予定です（詳細は別紙１、２参照）。 

 

 

 

国土交通省では、行政機関や民間企業等の多くの組織と協力し、平成２８年２月１５日

（月）から２月１６日（火）にかけて、関西地域から首都地域へ災害支援物資の海上輸送を行

い、海上交通を活用した災害支援物資運搬に係る実効性の検証を実施します。 



参加・協力機関（順不同・敬称略） 
 

【主催】 国土交通省 

【参加機関】 内閣府、消防庁、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、東京都、神奈川県、

横浜市、川崎市、公益社団法人全日本トラック協会、一般社団法人日本港運協会、日本内

航海運組合総連合会 

【協力機関】 関西広域連合、特定非営利活動法人危機管理対策機構、いなば食品株式会

社、エスビー食品株式会社、大塚製薬株式会社、株式会社ローソン、合同会社西友、東京急

行電鉄株式会社、日清食品ホールディングス株式会社、日本水産株式会社、ハウス食品グル

ープ本社株式会社、はごろもフーズ株式会社、ホリカフーズ株式会社、マルハニチロ株式会社 

 

 
 

 

 

【問い合わせ先】 

演習全般について：大臣官房参事官（運輸安全防災）付  鈴木、山本、松井端 

代表：03-5253-8111 （内線：25604、25614、22058） 

直通：03-5253-8309 FAX：03-5253-1531 

川崎港基幹的広域防災拠点について：港湾局海岸・防災課災害対策室 針谷、古池 

           代表：03-5253-8111 （内線：46752、46765） 

直通：03-5253-8689 FAX：03-5253-1654 
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災害支援物資の海上輸送演習 概要
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発港（大阪港）

着港（川崎港）／
基幹的広域防災拠点（東扇島地区）

輸送拠点
神奈川県(総合防災ｾﾝﾀｰ)

H28 2/15・16（予備日2/29・3/1）

輸送拠点
横浜市(本牧物流ｾﾝﾀｰ)

輸送拠点
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団体

13：00頃
シャーシへの
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※時刻は前後する可能性があります
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避難所
東高津小学校
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（たまﾌﾟﾗｰｻﾞﾃﾗｽ）

コンテナシャーシ
１台

倉庫

パレット積み

別紙１



基幹的広域防災拠点（東扇島地区）での演習 概要

○実施日時：
平成28年2月16日（火） （予備日3月1日（火））

11:00～12:30（予定）
○実施場所：
①川崎港 9号岸壁（川崎市川崎区）
②東扇島基幹的広域防災拠点（川崎市川崎区）

※駐車は荷捌きエリア奥の駐車スペースのみ可

貨物船 ひまわり２
（日本通運株式会社）

11:00 ひまわり２着港（予定）

① 9号岸壁に着岸後、ひまわり２より
コンテナシャーシ下船

↓
② 東扇島基幹的広域防災拠点内の
荷捌きエリアに向けてコンテナ
シャーシが出発

12:30 各拠点に向けてトラック出発（予定）

③ コンテナシャーシ到着後、荷捌きエリアの
エアテント内で2ｔまたは4tトラックに災害
支援物資を詰め替える作業を実施

↓
④ 荷捌き完了後、各拠点に向けてトラック
出発

【輸送先】
・東京都（京浜トラックターミナル）
・神奈川県（総合防災センター）
・横浜市（本牧物流センター）→横浜市（こ
どもの国）→美しが丘東小学校
・川崎市（川崎北物流センター）→東高津
小学校
・駅施設（たまプラーザテラス）

別紙2

総トン数 ７，３２３トン

重量トン ４，０００トン

主機馬力 ２３，０００ＰＳ（１６，９２０ｋｗ）

航海速力 ２３．０ノット

全長 １６１．１５ｍ

型幅 ２４．００ｍ

型深/満載喫水 １２．００ｍ/６．４０ｍ

出典：国土地理院地図



川崎港東扇島地区基幹的広域防災拠点の概要
■都道府県単独では対応不可能な広域あるいは甚大な災害に対し、国及び地方公共団体が協力して応急復旧活動を行う
場として、都市再生プロジェクト第１次決定（平成13年6月）を受け、東京湾臨海部における基幹的広域防災拠点の整
備を川崎港東扇島地区において進め、平成20年4月から供用を開始しました。
■平常時には人々が憩う魅力的な都市空間として利活用されています。

別紙３

平常時

発災時

環境に配慮した、海と緑と人がふれあう緑地

緊急物資輸送拠点として、物資を搬入保管できる広いスペースを確保

川崎港東扇島地区
基幹的広域防災拠点


